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NICT宇宙天気インフォマティクスプロジェクトの現状: OneSpaceNet

Present Status of NICT Space Weather Informatics Project:
OneSpaceNet
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人工衛星など社会的なインフラに障害を発生させるような宇宙環境の変動を扱う宇宙天気では、
地球近傍の宇宙空間という広大な領域を扱っている。宇宙天気において人工衛星などによる宇宙
空間の観測データが重要であるが、扱う領域に対して観測データを得られる点が、少ないという
問題点がある。そこで、観測データとシミュレーションデータを統合的に解析することを可能に
する新しい研究環境の構築が必要となる。そのために情報通信研究機構では、「宇宙天気クラウ
ド」サービスと呼ぶクラウドコンピューティングによる新たな研究環境の構築を進めている。宇
宙天気クラウドのコアとなる部分をOneSpaceNetと呼んでいる。OneSpaceNetでは、ネットワー
クにより各研究機関を接続してそれぞれが持つ計算機リソースや観測・シミュレーションデータ
などを活用できる研究環境の構築を目指している。
現在、OneSpaceNetには、スーパーコンピュータ（NEC SX-8R）、Gfarmによる大容量分散ディ
スクシステム、AVSやIDLなどをインストールした可視化サーバー群、ジョブサービスを行う
RCM(R&D Chain Management) System、様々な観測データをダウンロードして、プロットや解
析を行うSTARS（Solar-Terrestrial data Analysis and Reference System）のサーバーなどが立ち
上がっている。OneSpaceNetへのアクセスは、インターネットからも可能であるが、JGN2plus
の高速ネットワークによる接続も可能である。今後、情報通信研究機構で収集している観測デー
タなどもOneSpaceNet上で利用できるようにする予定である。
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